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H29.８.21 第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 資料
しりょう
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

①　啓発
けいはつ

・広報
こうほう

活動
かつどう

、福祉
ふくし

教育
きょういく

などの推進
すいしん

②　公共
こうきょう

サービス従事者
じゅうじしゃ

、企業
きぎょう

、学校
がっこう

などの理解
りかい

促進
そくしん

③　ボランティア活動
かつどう

・社会
しゃかい

貢献
こうけん

活動
かつどう

の理解
りかい

促進
そくしん

　○ボランティア活動
かつどう

への支援
しえん

等
とう

○　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

が施行
しこう

され、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けては、障
しょう

がいの

　ない人達
ひとたち

への障
しょう

がいに対
たい

する無理解
むりかい

や偏見
へんけん

を解消
かいしょう

していく必要
ひつよう

がある。

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、市民
しみん

誰
だれ

もが互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し

　支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の理念
りねん

の普及
ふきゅう

を図
はか

る。

２　市民
しみん

や企業
きぎょう

の自主的
じしゅてき

な福祉
ふくし

活動
かつどう

を支援
しえん

・推進
すいしん

し、理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

　（レベルアップ）　普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

冊子
さっし

や福祉
ふくし

読本
どくほん

の内容
ないよう

の見直
みなお

しを検討
けんとう

　（新規
しんき

）　ヘルプマーク・ヘルプカードの導入
どうにゅう

による外見
がいけん

からは

　・　障
しょう

がい者
しゃ

への理解
りかい

を深
ふか

めるために必要
ひつよう

なこと

　　　福祉
ふくし

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

（者
しゃ

44.9％、児
じ

61.6％、難病
なんびょう

59.3％）

　　　ボランティアの育成
いくせい

（者
しゃ

32.1％、児
じ

29.0％、難病
なんびょう

50.9％）

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－１

　わからない障
しょう

がい対
たい

する配慮
はいりょ

等
とう

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

　○障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の講師
こうし

派遣
はけん

事業
じぎょう

等
とう

　　　障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

が一緒
いっしょ

に教育
きょういく

できる場
ば

（児
じ

70.4％）

横断的
おうだんてき

分野
ぶんや

１　障
しょう

がい等
とう

への理解
りかい

促進
そくしん

現状
げんじょう

と課題
かだい

　・　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

が深
ふか

まっている（者
しゃ

6.8％、児
じ

2.1％、

　　難病
なんびょう

2.1％）

1



①　バリアフリーに基
もと

づくまちづくりの推進
すいしん

②　住
す

まいの確保
かくほ

○あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

○札幌市
さっぽろし

住宅
じゅうたく

エコリフォーム補助
ほじょ

制度
せいど

　等
とう

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－２

○バリアフリー基本
きほん

構想
こうそう

に基
もと

づく整備
せいび

　等
とう

○福祉
ふくし

のまちづくりの推進
すいしん

会議
かいぎ

の開催
かいさい

○市有
しゆう

施設
しせつ

増改築
ぞうかいちく

時
じ

のバリアフリーチェックの実施
じっし

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

（新規
しんき

）ユニバーサルデザインタクシー導入
どうにゅう

費
ひ

補助
ほじょ

事業
じぎょう

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　全
すべ

ての市民
しみん

が安心
あんしん

して快適
かいてき

に暮
く

らせるまちづくりを進
すす

める。

横断的
おうだんてき

分野
ぶんや

２　生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

現状
げんじょう

と課題
かだい

○　地域
ちいき

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで、市営
しえい

住宅
じゅうたく

やグループホームなどの住
す

まいの

　場
ば

の確保
かくほ

が求
もと

められている。

○　社会
しゃかい

のあらゆる場面
ばめん

でのアクセシビリティ（利用
りよう

のしやすさ）の

　向上
こうじょう

に努
つと

める必要
ひつよう

がある。

○　市民
しみん

の皆
みな

さんの意識
いしき

としては、物理的
ぶつりてき

なバリアの改善
かいぜん

が少
すこ

しずつ

　進
すす

んでいる一方
いっぽう

で、制度
せいど

や文化
ぶんか

、情報
じょうほう

、意識
いしき

等
とう

のバリアの改善
かいぜん

があ

　まり進
すす

んでいない。
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

.

①　障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

の理解
りかい

促進
そくしん

②　障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

の利用
りよう

促進
そくしん

③　障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した市政
しせい

情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

（新規
しんき

）各
かく

区役所
くやくしょ

へのコミュニケーション支援
しえん

ツールの導入
どうにゅう

　等
とう

④　情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

による情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

○障
しょう

がいのある人
ひと

の情報
じょうほう

通信
つうしん

に関
かん

する支援
しえん

（障
しょう

がい者
しゃ

ＩＴ
あいてぃ

サポートセンター）

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－3

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

（新規
しんき

）コミュニケーション手段
しゅだん

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

　等
とう

（レベ）コミュニケーション手段
しゅだん

を学
まな

ぶ機会
きかい

の提供
ていきょう

。

（新規
しんき

）コミュニケーション手段
しゅだん

を学
まな

ぶ取組
とりくみ

への支援
しえん

　等
とう

２　障
しょう

がいのある人
ひと

の情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の利用
りよう

及
およ

び利用
りよう

の機会
きかい

の拡大
かくだい

を図
はか

り、

情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

につなげる。

○　障
しょう

がい者
しゃ

コミュニケーション条例
じょうれい

を制定
せいてい

予定
よてい

であり、条例
じょうれい

に基
もと

づき、

障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

の利用
りよう

を促進
そくしん

することで、情
じょう

報
ほう

のアクセシビリティの向上
こうじょう

を推進
すいしん

するとともに、意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

を充実
じゅうじつ

さ

せていく必要
ひつよう

がある。

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

の理解
りかい

と利用
りよう

を促進
そくしん

し、

障
しょう

がいのある方
ほう

が情報
じょうほう

を取得
しゅとく

したり、コミュニケーションをしやすい環境
かんきょう

づくりを進
すす

める。

横断的
おうだんてき

分野
ぶんや

３　情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

・意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

現状
げんじょう

と課題
かだい

・　家族
かぞく

以外
いがい

の人
ひと

との意思
いし

の疎通
そつう

について、時間
じかん

がかかったり、1人
ひとり

で難
むずか

し

い人
ひと

の割合
わりあい

（者
しゃ

43.9％、児
じ

55.6％）
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

①　障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

②　行政
ぎょうせい

サービス等
とう

による配慮
はいりょ

（新規
しんき

）職員
しょくいん

接遇
せつぐう

要領
ようりょう

の遵守
じゅんしゅ

などによる合理
ごうり

的
てき

配慮
はいりょ

の普及
ふきゅう

③　権利
けんり

擁護
ようご

等
とう

の推進
すいしん

○北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

の普及
ふきゅう

等
とう

④　障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

の推進
すいしん

○　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

が施行
しこう

され、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けては、障
しょう

　がいのない人達
ひとたち

の障
しょう

がいに対
たい

する無理解
むりかい

や偏見
へんけん

を解消
かいしょう

する必要
ひつよう

がある。

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－4

横断的
おうだんてき

分野
ぶんや

４　障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

・権利
けんり

擁護
ようご

現状
げんじょう

と課題
かだい

　・　過去
かこ

に差別
さべつ

を受
う

けたり、いやな思
おも

いをしたことがある人
ひと

の割合
わりあい

　　（者
しゃ

46.6％、児
じ

61.2％、難病
なんびょう

35.2％）

　・　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

を知
し

らなかった人
ひと

の割合
わりあい

（69.9％）

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

（新規
しんき

）札幌市
さっぽろし

共生
きょうせい

社会
しゃかい

推進
すいしん

協議
きょうぎ

会
かい

の開催
かいさい

等
とう

を通
つう

じて、札幌市
さっぽろし

だけでなく

　　関係
かんけい

機関
きかん

全体
ぜんたい

で対応
たいおう

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

る。

（新規
しんき

）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

ネットワーク会議
かいぎ

を通
つう

じて、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

を予防
よぼう

・防止
ぼうし

　　するための情報
じょうほう

交換
こうかん

及
およ

び関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

を図
はか

る。

○　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

については、施行
しこう

３年後
ねんご

を目安
めやす

に法改正
ほうかいせい

が予定
よてい

され

ており、それへの対応
たいおう

を準備
じゅんび

する必要
ひつよう

がある。

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　障
しょう

害
がい

者
しゃ

基本法
きほんほう

及
およ

び障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づき、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする

　差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

む。

２　障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づく障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

、障
しょう

がいのある人
ひと

の

　権利
けんり

擁護
ようご

を進
すす

める。
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

①　障
しょう

がいの原因
げんいん

となる疾病
しっぺい

の予防
よぼう

対策
たいさく

、早期
そうき

発見
はっけん

②　障
しょう

がいに対
たい

する適切
てきせつ

な保健
ほけん

・医療
いりょう

サービスの充実
じゅうじつ

　○自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

費
ひ

の適切
てきせつ

な支給
しきゅう

等
とう

③　精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

④　難病
なんびょう

に関
かん

する保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
しさく

の推進
すいしん

（新
しん

）

（新規
しんき

）さっぽろ子
こ

どもの心
こころ

の診療
しんりょう

ネットワーク事業
じぎょう

の実施
じっし

（新規
しんき

）児童
じどう

精神科
せいしんか

医師
いし

の養成
ようせい

のため寄附
きふ

講座
こうざ

の実施
じっし

（新規
しんき

）難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

地域
ちいき

支援
しえん

対策
たいさく

推進
すいしん

事業
じぎょう

の実施
じっし

等
とう

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　健康
けんこう

づくりや各種
かくしゅ

検査
けんさ

に関
かん

する普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を推進
すいしん

し、障
しょう

がいの原因
げんいん

　となる疾病
しっぺい

の予防
よぼう

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を図
はか

る。

２　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する保健
ほけん

・医療
いりょう

サービスの充実
じゅうじつ

を図
はか

り、地域
ちいき

　生活
せいかつ

を支援
しえん

する。

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

（新規
しんき

）障
しょう

がい児
じ

地域
ちいき

支援
しえん

マネジメント事業
じぎょう

の実施
じっし

○　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
しえん

や、精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケア

　システムの構築
こうちく

のためには、医療
いりょう

と福祉
ふくし

をはじめとする他分野
たぶんや

の更
さら

な

　る連携
れんけい

強化
きょうか

が重要
じゅうよう

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－5

分野
ぶんや

２　保健
ほけん

・医療
いりょう

の推進
すいしん

現状
げんじょう

と課題
かだい

　・　難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の方
かた

が希望
きぼう

する生活
せいかつ

のためにあったら良
よ

いこと

　　　医療
いりょう

やリハビリテーションの充実
じゅうじつ

（22.2％）
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

①　スポーツ・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

に対
たい

する支援
しえん

　◆　障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ大会
たいかい

の開催
かいさい

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－6

分野
ぶんや

５　スポーツ・文化
ぶんか

の振興
しんこう

現状
げんじょう

と課題
かだい

　・　スポーツを行
おこな

う目的
もくてき

　　　健康
けんこう

の維持
いじ

、増進
ぞうしん

（者
しゃ

57.8％、難病
なんびょう

64.8％）

　　　気分
きぶん

転換
てんかん

、ストレス解消
かいしょう

（者
しゃ

49.8％、難病
なんびょう

42.0％）

○　スポーツや文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通
つう

じて、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

を

　深
ふか

めることが重要
じゅうよう

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　スポーツや文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて、障
しょう

がいのある人
ひと

と障
しょう

がいのない

　人
ひと

との交流
こうりゅう

の機会
きかい

を充実
じゅうじつ

させ、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

る。

２　障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ、障
しょう

がい者
しゃ

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を支援
しえん

し、心
こころ

豊
ゆた

かな

　地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

する。

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

　◆　障
しょう

がい者
しゃ

スポーツの振興
しんこう
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○　2016年度
ねんど

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

実態
じったい

等
とう

調査
ちょうさ

結果
けっか

.

①　災害
さいがい

や雪
ゆき

に強
つよ

いまちづくりの推進
すいしん

②　災害
さいがい

時
じ

における支援
しえん

の推進
すいしん

③　地域
ちいき

における見守
みまも

り活動
かつどう

の推進
すいしん

○知的
ちてき

障
しょう

がいのある人
ひと

の見守
みまも

り事業
じぎょう

等
とう

④　消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の防止
ぼうし

○消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

防止
ぼうし

ネットワーク事業
じぎょう

等
とう

H29.８.21　第
だい

３回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

４－7

基本
きほん

施策
しさく

（案
あん

）

（新規
しんき

）札幌市
さっぽろし

次期
じき

冬
ふゆ

のみちづくりプランの策定
さくてい

に伴
ともな

い設置
せっち

した検討
けんとう

　　委員会
いいんかい

の委員
いいん

として障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の参加
さんか

（新規
しんき

）誰
だれ

もが住
す

みやすいあんしんのまちコーディネート事業
じぎょう

を立
た

ち上
あ

　　げ、災害
さいがい

時
じ

に障
しょう

がいのある方
かた

の避難
ひなん

支援
しえん

を行
おこな

う町内
ちょうない

会
かい

、自治会
じちかい

、地区
ちく

　　社
しゃ

会
かい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

に必要
ひつよう

な助言
じょげん

等
とう

を実施
じっし

し、側面
そくめん

支援
しえん

を実施
じっし

２　障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ちいき

で孤立
こりつ

しないよう、地域
ちいき

の共助
きょうじょ

による重層的
じゅうそうてき

な

　見守
みまも

り体制
たいせい

を構築
こうちく

する。

○　2016年
ねん

8月
がつ

に発生
はっせい

した、相模原市
さがみはらし

の障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

における殺傷
さっしょう

事件
じけん

を受
う

けて、施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の安全
あんぜん

に関
かん

する取組
とりくみ

の必要
ひつよう

性
せい

が増大
ぞうだい

基本
きほん

方針
ほうしん

（案
あん

）

１　障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ちいき

で安全
あんぜん

・安心
あんしん

に生活
せいかつ

することができるよう、

　防災
ぼうさい

対策
たいさく

や災害
さいがい

時
じ

における要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

対策
たいさく

を推進
すいしん

する。

分野
ぶんや

６　安全
あんぜん

・安心
あんしん

の実現
じつげん

現状
げんじょう

と課題
かだい

　・　避難
ひなん

場所
ばしょ

でうまく生活
せいかつ

できるか不安
ふあん

　　（者
しゃ

54.4％、児
じ

76.0％、難病
なんびょう

44.4％）

　・　一次
いちじ

避難
ひなん

場所
ばしょ

にも福祉
ふくし

避難
ひなん

場所
ばしょ

と同程度
どうていど

の設備
せつび

を用意
ようい

してほしい

　　（者
しゃ

45.9％、児
じ

58.6％、難病
なんびょう

62.0％）
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